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【因果応報の法則⑫】 
 

こんにちは。アークテックコム株式

会社で、翻訳とマニュアル作成を⾏

っています。豊原 信です。 

 

 

 

ウェブサイト︓ 

https://arc-tec-com.com 

 

 

Tel：050-6864-6201 

Fax：050-6864-6202 

E-mail：m.toyohara@arcteccom.jp 

 

足るを知る 
 

 

今⽉は、「⾜るを知る」の考え⽅
と恒例の「勝⼿応援メッセージ」
をお送りします。 
 

「⾜るを知る」とは 
「⾜るを知る」をインターネット
などで調べると、古代中国の思想
家・⽼⼦の⾔葉として出てきます。
解説を掻い摘んでみると「満⾜す
ることを知る」ということです。 
⽼⼦は約 2,500 年前の哲学者で
す。牧畜農耕が始まって約 7,500
年が経った頃の時代です。歴史観
を持って俯瞰して⾒ると、恐らく
エゴ丸出しで戦に明け暮れてい
たものと推測できます。そして、
⽼⼦が「少しは謙虚な⼼を持って
満⾜することを考えましょう」と
説いたのだと思われます。 
 

⽂化と⽂明の違い 
「⾜るを知る」について、もう少
し深く考えるために、⽂化と⽂明
の違いを考えてみましょう。 
まず、⽂化の⼟台には必ず⾵⼟が
あります。その⼟地が持つ気候や
地味、地形などの⾃然の中で培わ
れた⼈間の気質や考え⽅です。牧
畜農耕を⾏う際は、どうしても⾃
然と調和して共⽣しないと⽣産
できません。収穫の時には、⾃然
や宇宙に感謝せざるを得ません。

感謝には歌や踊りが付き物です。
感謝して宇宙の摂理と調和する
ために作り出されたのが⽂化と
考えられます。⼈間が「真・善・
美」を追求して芸術を作り出すの
も宇宙と調和するためと考えら
れます。 
⼀⽅、⽂明は⼈間が疫病や飢餓か
ら逃れたい、もっとおいしいもの
を⾷べたい、便利に快適に暮らし
たい、⽉にも⾏けるようになりた
いという貪欲と煩悩を、エネルギ
ーとして創造してきたものです。
今では宇宙で⽣活する技術や⽣
物の DNA を操作する技術まで創
造しています。 
 

精神⽂化の必要性 
⽂化も⽂明も⼈間が⼈間のため
に創造したものです。歴史を振り
返りますと、まず精神⽂化があっ
て、次に物質⽂明が創造されてい
き、共に発展してきます。しかし、
「⾜るを知る」思いよりも、⼈間
の貪欲と煩悩のエネルギーが強
く、物質⽂明は次から次へと創造
が進み、神の領域まで近づきつつ
あると思えます。⼈間が創造し過
去に栄えた⽂明が、悉く滅亡した
のと同じ過ちを犯さないために
も、⼈間の⼼の原理原則である精
神⽂化の考えを持って、物質⽂明

の創造を⾏うことが、⼈間として
のあるべき姿のように思います。 
 

真の豊かさ 
「⾜るを知る」⼼が真の豊かさを
もたらすという、⽼⼦のお話に戻
しましょう。世のため⼈のため、
地球のためという、精神⽂化の利
他の⼼を持つには、貪欲と煩悩の
利⼰の⼼を抑えなければいけま
せん。そこで利⼰の⼼を抑えるに
は、「⾜るを知る」という考え⽅
が必要になります。 
⼈間の利⼰的な欲望は、放ってお
けば際限なく肥⼤化していきま
す。すでに⼿に⼊れた豊かさに満
⾜せず、さらなる豊かさを求めよ
うとします。しかし、いくら欲望
を満たそうとしても、決して満⾜
できるものではありません。際限
のない欲望にとらわれていては、
物質的にどれほど豊かになって
いようとも、⼼の豊かさを感じる
ことは出来ないはずです。物に満
たされれば、さらに「もっともっ
と」と肥⼤化していくのが欲望と
いうものです。 
⼈間にとっての豊かさとは、「⾜
るを知る」⼼があってはじめて感
じられるものです。⾜るを知り、
⽇々感謝をする⼼を持って⽣き
ることにより、⼈⽣は真に豊かで



2022 年 08 月『仏法僧』号 

2 

幸せなものになると考えます。そ
して、我々の３世代先、４世代先
の⼦孫が平和に幸福に⽣きてい
けるようにすることが必要です。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
今⽉の応援メッセージです。 
 
リーダーは、決めることが仕事で
す。いくら意⾒を聞いても構わな
い、でも⾃分で決める。 
データを駆使し、分析を重ねて、
リーダーが決める。 

有能な部下に分析をさせ戦略を
練らせ、意⾒を出させた後に「動
機善なりや、私⼼無かりしか」と
⾃らに問うて決断する。この⾃問
が必須。 
ホンダがバイクでアメリカに進
出する際、優秀なコンサル会社に
分析させ時期尚早とアドバイス
を受けたが、進出すると決め成功
に⾄ったのは、本⽥宗⼀郎の⼼眼
です。 

リーダーは、決めることが仕事で
す。いくら意⾒を聞いても構わな
い、でも⾃分で決める。 
データを駆使し、分析を重ねたと
しても、リーダーが決める。 

それも成⻑したいならば、どんど
ん決断をしていく。 
成功、失敗のどちらになっても、
成⻑のためにはどんどん決断を
すること。どんどん決断しただけ、
実⾏が伴う。 
実⾏した分だけ結果が出る。 
結果を得た分だけ、修正ができ、
成⻑に繋げられる。 

織⽥信⻑は、どの武将よりも戦を
し、勝率は６割程度と⾔われてい
るが、それでも天下を取った。 

決断しないと、実⾏が伴わない。 
よって、リーダーが決断をしない
ことが、最⼤の失敗である。 

ただ中⼩企業のリーダーの悲し
いことは、決断しても実⾏する⼈
がいなくて⾃分で実⾏しなくて
はならないこと。 
「撃て︕」と指揮をして、⾃分が
先頭になって銃を撃っているよ
うなものです。 
それは⼈がいないので仕⽅のな
いことです。 
中⼩企業にとって当然の姿です。 
ただし、重要なのは決断すること。 
⾃分が実⾏しているのは実⾏す
る⼈がいないから…、いればその
⼈にやってもらうだけのこと。 
「実⾏する⼈が⾃分しかいない
から、決断しない」と判断しない
こと。 
そうすると決断しない会社にな
ってしまう。最悪…… 

リーダーは、決めることが仕事で
す。いくら意⾒を聞いても構わな
い、でも⾃分で決める。 

会社の将来がどうなるかは、リー
ダーの決断に掛かっています。 
それは、リーダー以外誰もやらな
いのです。 
決断さえあれば、やる⼈は、いつ
か出てきます。 
決断することの重要性を⾒失わ
ないようにしましょう。 

がんばれ︕ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
リーダーは決断の連続です。決断
する時のポイントがいくつかあ
ります。 
ひとつ⽬は、「動機善なりや、私
⼼無かりしか」と⾃問すること。 

ふたつ⽬は、⾃分達の⽬的や⽬標
に照らしてみて、⽅向が正しいか
どうか確認すること。 
これらは皆、因果応報の法則の因
の確認になります。 
 
【⼈⽣の成果／仕事の成果】＝
【考え⽅】×【熱意】×【能⼒】 
 
【考え⽅】は－100〜＋100 
【熱意】【能⼒】は 0〜＋100 

豊原 信 


